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利用者の知識・能力向上に係る実施概要

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

実施日程:令和8年2月24日(火) 10:00-11:00
 実施した利用者の知識・能力向上に係る実施の概要:
 生成AI活用に関するオンライン研修を在宅形式で
実施した。
内容は、生成AIの解説から始まり、主にChatGPTを
活用した文章作成支援、
情報整理および構造化の方法、タスク整理・優先順位付け、
情報セキュリティの留意点等を実例を交えて研修を実施。
 参加利用者:4名

＜目的＞

利用者の知識・能力向上に係る実施のねらい:
 在宅就労および一般就労に必要なIT活用能力、
文章作成能力、情報整理能力の向上を図ることを
目的とした。
 利用者にとってのメリット:
 ・業務メール作成能力や文章構成力の向上
 ・作業効率化の理解
 ・ITツール活用に対する自信の向上

＜成果＞

実施した結果
 利用者は具体的な指示入力の重要性を理解するとともに、AIの実務への活用方法や個人情報の取り
扱いについて学んだ。
 得られた成果
 ・業務文書作成やタスク処理に対する心理的負担の軽減
 ・在宅環境でのオンライン受講能力の向上
 ・DX活用について、身近なものと感じられた。
 課題点
 ・実業務での継続的な活用機会の確保
 ・AI回答内容の検証習慣の定着

連携先の企業や事業所等の意見または評価

【連携した結果に対する意見または評価】
 参加利用者は終始落ち着いて受講しており、講義中の問いかけや演習にも適切に反応していた。DXや生成AIに不慣れな利用者においても、具体的な活用事例を通じて理解が進み、業務負
担軽減につながる可能性について一定の理解が得られたと評価している。特に、文章作成や情報整理における活用イメージを持つことができた点は、今後の就労場面での応用に資する基礎
形成として有意義であった。
 【今後の連携強化に向けた課題】
 今回は基礎的内容を中心とした導入研修であったため、今後は実業務への応用機会を設け、定着状況を確認する仕組みづくりが課題である。また、AI活用が実際の作業効率向上や文章作
成能力向上にどの程度寄与するかについて、継続的な評価が必要である。今後は、段階的な実践研修の実施や、成果測定方法の整理を外部機関と連携し検討し、利用者の就労力向上に資
する支援体制の構築を目指したい。

連携先企業（担当者） 株式会社メディケアリンク 内藤

利用者からの意見・評価

「生成AIを具体的にどのように活用できるか理解できた」との声があった。
 特に、文章作成や情報整理において活用可能であることを知り、業務負担軽減につながるイメージを持つことができた
との意見が聞かれた。
 今後、実際の業務場面で活用し、自身の作業効率向上に役立てたいとの前向きな意欲が示された。


